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ており，第 3章に示す通りである．

（菅原　進一・成瀬　友宏）

5・2・1　建物火災の進展

より早い．出火直後の燃焼範囲は小さく，燃焼によって形成される火炎は，一般には層流か

ら乱流への遷移域であるか乱流の拡散火炎であり，燃焼範囲が小さいため火炎の高さも低

い．また，室内の酸素も十分で周囲環境から受ける影響は少ない．

こんろ等により長期に加熱されて壁内から出火するなどの場合を除いて，着火物の燃焼拡
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大が進むと，出火源近くにある可燃物は，火炎や熱気流からの加熱や接炎により着火する．

そして，開口部があり空気の流通があると，さらに燃焼拡大して火災が進行する．

出火場所が耐火性能を持つ室内である場合，火災初期以降の燃焼性状は，通常の可燃物の

燃焼とは異なる非常に特徴的な性状を示す．燃焼には，燃料，空気または酸素とエネルギー

の 3要素が必要である．出火場所が屋外であると，風などの気象条件に影響は受けるものの

マクロには燃料が完全燃焼するのに必要な空気量は制限を受けず，燃料である可燃物に支配

される燃料支配型の燃焼となる．これに対し，耐火性を持つ建物では，開口部での浮力に基

づく換気によって室内への空気量が制限され，燃焼に必要な空気量が不足する換気支配型の

燃焼を示す場合がある．もちろん，火災のごく初期のように室内の可燃物からの熱分解ガス

（燃料）量が少なく，室内への流入空気が十分な空気過剰率を示す量であれば，屋外と同じ

ように燃料支配型の燃焼となる．通常，可燃物が多い区画火災時は，火災のごく初期に燃料

支配型を示し，火災の成長あるいはフラッシュオーバーとともに換気支配型を示すのが一般

的である．

一方，今日のような機密性の高い開口部や防火設備を持つ区画内で，開口部が閉められた

状態において出火した際は，出火後しばらくすると室内の酸素が消費されて酸欠燃焼を起こ

すこともあり，開口部の状態や破損はその後の火災の進展を大きく左右する．
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実験と異なり強風下の実験となっている．
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a．建物内の燃え方と温度　　各実験とも建物が比較的小さな空間であることと，点火条

件が統一されているために点火から着火物の燃焼による温度上昇（プレフラッシュオーバー）

までの温度変化は同じ傾向を示している．火源と着火材である立ち上り材（ふすま）の距離

がないこと，立ち上り材が燃えやすことから点火後約 1分で天井に着火し，その後 30秒か

ら 2分すると室内の温度は急激に上昇する．この時点では，表 5・4に示すとおり，No. 2を

除いて，室内温度が 600～ 700℃ に上昇しているが，床面付近の温度の平均は 80～ 230℃
であるため，室内の上部は火煙に包まれているものの，床面全体への延焼拡大は起こってい

ないものと判断できる．
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この時点での燃焼速度の平均は，図 5・3および表 5・4に示すとおりである．表中には，木材

1 kgが燃焼するのに必要な空気量を 3 .08 kgとして燃焼速度から熱分解した木材が完全燃

焼するのに必要とする空気量を計算した値を示す．このことから，温度が急激に上昇する時
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建築物は，建築基準法第 2条 1項に，「土地

に定着する工作物のうち，屋根及び柱若しくは壁を有するもの，これに附属する門若しくは

へい，観覧のための工作物又は地下若しくは高架の工作物内に設ける事務所，店舗，興行

場，倉庫その他これらに類する施設（鉄道及び軌道の線路敷地内の運転保安施設並びに跨線

橋，プラットホームの上屋，貯蔵槽その他これらに類する施設を除く．）をいい，建築設備

を含むものとする」と規定されている．定義に忠実であれば，宇宙の工作物などは含まれな

い．建築物は，電気製品などと異なり人が出入りする空間で形態も多彩である．火災現象の

視点から，建築空間の特徴を分ければ，次のようになる．
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すが，No. 1は，一般に施工されている和室の仕上げ工法を採用しており，特に，上階延焼

経路を検討するために他の 4棟より小屋裏部分を高くとり，ここに 2階部分に相当する室内

を造成している．同様の理由で小屋裏の押入，居室の小屋裏境には石こうボード 12 mm厚

による区画が施工されている．

a.　点火方法　　点火源の種類，大きさ等および点火方法は従来の実験にそろえている．

点火源の位置は図示の箇所で，ふすまおよび壁よりそれぞれ 5 cm離して配置されている．

について測定している．

性能を 30分と設定したことによる．
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こうボード捨て張りの効果は著しく，上階（小

屋裏）への漏煙阻止や施工の容易性からみても推奨できる材料工法であると思われる．

濃

ここで，ρ0 は常温の密度，Cd は開口係数（ほ

とんどの場合 Cd＝0 .7）， は重力加速度，Aは

開口面積，Hは開口高さである．
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押

時間あたりの流出ガス量が流入空気量と可燃物の熱分解量（燃焼速度 Rで表す）の和と等

しくなることから式（5・1）と（5・2）で示される．一般にmair は Rに比べてかなり大きいの

で，式（5・2）の分母にある R/mair は無視できることから，常温 T0 と火災室内温度 T の

比 T/T0 と関数 f（T ）との関係は図 5・4のとおりである．この結果から，230℃ ≦ T ≦

1200℃ の範囲では f（T ）の変化はあまり大きくなく，0 .2≦ f（T ）≦ 0 .214となるので，近

似的には f（T ）は一定とみなせる．そこで，f（T ）＝0 .214とすると，式（5・1）は式（5・3）
のように表せる．

（重量減少速度）　　結果は，表 5・5および図 5・3に示されているが，これを

要約すると次のようになる．

速度の変曲点として示すことが

できる．その重量減少速度の変曲点は表 5・5に示されるように，目視観察によるフラッ

点では余剰空気量が少なくなり，ガス分析の結果が示すとおり，COが発生し始めて燃焼効

率が下がっているのがわかる．

その結果，室内での発熱量が減少し，わずかであるが燃焼速度も低下して室内温度が下が

る．不完全燃焼が進み，CO濃度が極大値を示す時点で，室内温度は極小値を示している．

ここで，開口部に網入りガラスを用いた実験 No. 5の結果が示すとおり，開口ガラスの破損

が起きない，つまり換気に供する開口面積が大きくならなくとも，CO濃度の低下に伴って

室内温度は上昇していることから，急激な燃焼拡大に伴う一時的な酸欠状態となっているこ

とがわかる．この状況に関しては，川越・今泉5）が実大火災実験から，着火室のガス濃度測

定の結果，可燃性ガスの発生比率がピークを示す時点で，室内温度が低下していると報告し

ている．

この燃焼効率の上昇と開口部の破損や燃焼速度の増加により，ふたたび室内の燃焼が活発

ところで，開口から流入する空気量mair は，開口部にベルヌーイの法則を適用し，単位


